
１、教科名[数学]　科目[数学Ⅰ]　単位数[2]　学年[3]　

２、使用教科書：数研出版「新高校の数学Ⅰ」

３、指導目標：　 （１） 基本的な計算力をつける。

（２）

４、指導計画

76
時間

4
１．２次関数の
　最大値、最小値 5

２次関数の最大値、最小値についてグラフを利用して理解し、最大値・最小値
の有無、および、それらの値を求めることができる。また、定義域の意味を理解
する。

5
２．２次関数のグ
　ラフと２次方程式 6

２次関数のグラフと２次方程式の解の関係を理解し、、その解を求めることがで
きる。また、式の見方を豊かにするとともに、グラフを活用することのよさを認識
する。

6
３．２次関数のグ
　ラフと２次不等式 6

２次関数のグラフと２次不等式の解の関係を理解し、グラフを利用して２次不等
式を解くことができる。

復習問題 2

7 １．三角形 1
中学校で習った内容を確認する。特に、直角三角形、三平方の定理の確認を
する。

２．三角比 7
三角比としての正弦、余弦、正接の意味を理解して、30°45°60°の三角比
の値を求めることができる。また、具体的な問題場面において、それらを活用し
て解決することができる。

9 ３．三角比の応用 7
三角比の表の利用の仕方を学習し、三角比の表を活用していろいろな三角比
の値を求めることができる。また、三角比を利用して具体的な場面の様々な問
題を解くことにより、三角比の有用性を認識する。

10
４．三角比の
　　　　相互関係 4

三角比の相互関係について理解し、１つの三角比の値から他の２つの三角比
の値を求めることができる。

10 １．三角比と座標 8
座標を用いて三角比を考えることにより、鈍角や、０°９０°180°まで拡張した
三角比の意味を理解する。

11
２．三角比の
　　　　相互関係 3

鈍角の場合も鋭角のときと同じように、三角比の相互関係が成り立つことを理
解し、さらに、それらを活用することができる。

復習問題 2

12 １．三角形の面積 8
三角形の決定条件より与えられた辺の長さや角の大きさから、様々な三角形の
面積を求めることができる。

２．正弦定理 3
三角形の角の正弦の値と対応する辺の長さとの関係,さらに外接円の半径との
関係を調べて、正弦定理を理解するとともに、図形の計量の際に正弦定理を
有効に活用することができる。

1 ３．余弦定理 5
三角形の角の余弦と辺の長さとの関係を調べて、余弦定理を理解するととも
に、図形の計量の際に余弦定理を有効に活用することができる。

2
４．空間図形と
　　　　　三角比 2

空間図形に関する問題の解決において、その中に含まれる三角形に着目し、
三角比や定理等を有効に活用することができる。

3 ５．図形と計量 5
相似な平面図形の面積比、相似な立体の表面積比・体積比について理解し、
それらを活用することができる。また、急の体積と表面積の求め方に興味を持
ち、それを求めることができる。

復習問題 2

令和２年度　シラバス

２次関数、三角比と図形に関して身につけた知識や技能を的確に活用する能力を伸ばし、数学的な見方や考え方
のよさを認識できるようにする。
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